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35 号 
passo a passo（イタリア語で一歩一歩の意味）未来に向かって                

 

 

＜参加者から＞ 

・子ども救急電話相談（♯8000）を知ることが
できて良かった。 
情報が入って良かった。 

・小児救急の番号を保存して見えるところに置
いておきたい。 

・知らなかったサイトや利用方法が分かり今後
の参考にしていきたい。 

 

＜参加者から＞ 

・説明が分かりやすく、受講生に考えさせる内容

で楽しく受講できました。 

・子どもがいてちょうどタイムリーな話題だった

ので、大変参考になりました。家の中、家の周

りなどもう一度点検します。 

・かわいいお人形の赤ちゃんに着せたり、オムツ

を代えたりして、抱き方など、とても楽しくな

つかしくなりました。 

・普段は乳幼児と接しないので新鮮でした。 

10 月 21 日（金） 水戸市福祉ボランティア会館 
 

 

◇10/26（水）第 5回会員講習会はスタッフの都合により開催を中止いたしました。 

お知らせ         

次

回、開催の

際のご参加

をお待ちし

 

 

①【救急医療の利用方法】 

茨城県医療政策課 柏 達己先生 

＜もしもの時にお役立てください＞ 
参加者より、小児救急の電話番号のことや便利なサイトのことが好評でしたので、講演資料を別紙にまとめました。

もしもの時にご活用ください。 

②【乳幼児期の事故防止】 

③【子どもの生活へのケアーと援助】 

水戸市子育て支援課 北澤 裕美先生 

 

※コロナ禍の中、マスク着用・手指消毒を行い、密を避けるなど感染防止対策を講じて行いました。 

http://www.famisupo-mito.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 27 日（木） 水戸市福祉ボランティア会館 
 

協力・両方会員大募集！！ 

スムーズな支援活動のために、 

周りに協力していただける方がい

ましたら、 

ぜひお声がけください。 

＜協力・両方会員のみなさまへ＞ 

「救命救急講習」は 5 年に 1 回の受講が義務付け

されております。 

 令和５年度は次の日程を予定しておりますので、 

どちらかの日にちにご参加くださるようお願いし

ます。   

6/22（木） 

10/26（木） 両日とも 9：30～12：30 

 

⑤【発達障害の正しい理解のために】 

茨城県教育庁 特別支援教育課 舘 美穂子先生

先生 

④【子どもの発達段階とかかわり方】 

沼野みえ子先生 

⑥【身体の発達と病気】 

丸山小児科・皮フ科院長 丸山 剛志先生 

＜参加者から＞ 

・目に見える障害だけが障害ではないのです

ね。気づかれにくい障害もあることがわかり

ました。 

・自分にとってはまったく知らなかったこと

でしたので、とても勉強になりました。 

・色々な例えのお話がきけて、わかりやすかっ

たです。 

＜参加者から＞ 

・人の話しを「よく聞く」こと、子どもだけで

なくこれからの自分の生活にも大変勉強に

なりました。 

・子どもは育つ力を持っているので信じて待

つことが重要、ということを知りました。 

・このようなお話を自分の子育て中に聞けた

ら、どんなに良かったか。ファミサポと孫活

に生かせる内容でした。 

＜参加者から＞ 

・色々な病気があることが分かり大変良かっ

たです。 

・子どもに多い感染症や予防接種、ワクチン等

について大切さを学びました。 

・これから、母になる人にも見てもらいたい内

容でした。 
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◆お子さんにも保護者にも 

〈普段からよーく話を聞（聴）いてあげましょう！〉 

＊話を聞いてあげるということは、心を抱きしめるということ。 

＊ただ聞くだけでいい、相づちでいい、あれこれアドバイスは我慢。 

＊この子・この保護者は何を望んでいるのだろうとよーく耳・目を傾ける。 

＊話しかけてきたらどんなに忙しくても子ども・保護者の気がすむまで話をじっくり聞（聴）く。 

話をよく聞いてくれる人の話は聞くようになる。信頼していない相手からは何も言われたくない。 

＊普段から子どもとのスキンシップやコミュニケーションは子どもが安心できる大切な土台。 

＊「言うことを聞かせなくちゃ！」という思い込みは禁物！ 

＊いつも口うるさいおとなの言うことを聞きたいと思うか？→NO！ 

誰でも指示命令ばかりの話は聞きたいとは思わない。 

沼野みえ子先生の「子ども発達段階とかかわり方」講演では子育てだけでなく 

他の人間関係にも役立つ内容でしたので、講演資料より一部抜粋して掲載いたします。 

⦿ ⦿

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<各会員登録数> 
【R5 年 1 月末】 

 会員数 

利用会員 998 

協力会員 158 

両方会員 59 

計 1,215 

 

クイズに答えて QUO カードを当てよう！ 
 

質問 次の文章の ○ に入る数字は何？ 

もしも、休みの日や夜に病気やけがをしてしまったら、看護師さんに相談できる連絡先として 

「子ども救急電話相談の番号♯○○○○」がご利用できます。 

○に入る 4 けたの数字、会員No.・住所・名前を官製はがきに書いて 3 月 8 日(水)必着でご応募ください。
正解者の中から抽選で 20 名に 500 円の QUO カードをお送りいたします。奮ってご応募ください。 
発表は発送をもって代えさせていただきます。 

＜宛先＞〒311-4143 水戸市大塚町 1863-169 水戸ファミリー・サポート・センター クイズ係 

  

日頃より水戸ファミリー・サポート・センターの活動にご協力いただき 
ありがとうございます。 

これからも地域のみなさまにサポートの輪が広がりますよう、 
子育ての助け合い活動をサポートしてまいりますので、 

よろしくお願いいたします。 

 

☆新年度移行に伴い、登録情報（住所・保育施設等）に変更がある方はファミサポに連絡をお願い
します。 

☆4月にご利用をお考えの方は、3月中にご相談ください。 

 水戸ファミリー・サポート・センターTEL：303-7277 

～ファミサポの活動は「相互援助活動」です～ 

 今なお続く新型コロナウィルス感染症まん延状況の中、こうしてファミサポ

事業が続けられているのはみなさんのおかげです。 

 だたし、活動をする際に少しでも不安を感じたり、迷ったりする場合は、お

互いにお断りすることもできます。「もう依頼してしまったから」や「引き受

けてしまったから」といって無理に活動することはありません。気になる場合

は一度ご相談ください。 

                  

 

 

 
利用会員さんの声♪ 

仕事との両立に必要不可欠で

す。実家が遠方のため、子ども

たちも“水戸のおばあちゃん”

とのふれあいを嬉しく思って

います。（利用会員 Aさん） 

いざという時に相談できる

場所があることがありがた

いです。活動に感謝しており

ます。（利用会員 Aさん） 

幼少期は大変お世話になり助

かりました。ありがとうござ

いました。 

（利用会員 Aさん） 

まだ利用したことはありませ

んが、いざという時の頼みの綱

としてとても心強いです。 

（利用会員 Oさん） 

いつもありがとうございます。

子供たちもだいぶ大きくなり利

用することも減りましたが、フ

ァミサポに助けられていると思

います。（利用会員 Mさん） 

 

 

 

 

 
 



 


